
ー園田 さくら街道夢広場かわうち圃圃園田留置圃・

、999



地域
交付申請・使用が

スタートしますf

y.・・二(/\ス子"，1\-(/\.る町内(/\~店 t事業時}
宅、使用宅、き'*.

三
月
二
十
五
日
か
ら
地
域
振
興
券
の
交
付

が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
々
に
は
、
事
前
に

次
の
よ
う
な
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す
。

固
十

五
歳
以
下
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

の
か
た
に
は
、
引
換
申
請
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す

。

固

福
祉
年
金
・
手
当
な
ど
の
受
給
者
や
六
十
五
歳

以
上
の
か
た
で
、
対
象
者
と
思
わ
れ
る
方
々
に
は
、

申
請
の
ご
案
内
を
個
別
に
い
た
し
ま
す

。

(
た
だ
し
、
資
格
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す

。

)

固
右

記
ご
案
内
は
、
取
扱
店

の

一
覧
表
を
同
封
し
て
、

三

月
中
旬
に
郵
送
い
た
し
ま
す

。

[問い合わせ先]

川内町総務課
n966-2222 

地域振興券係まで

-商品の購買だけでなく 、 サービスも

OK。

・交付開始日 (3月 25日)から9月 30日

までの聞に限り使用できます。

-釣り銭は支払われません。



西
谷
地
区
若
者
定
住
促
進
事
業

~ 
~ 

成

川
内
町
土
地
開
発
公
社
に
お
い
て
、
西
谷

小
学
校
前
に
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
、

西
谷
地
区
若
者
定
住
促
進
事
業
の
住
宅
団
地

造
成
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
宅
地
分
譲
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と

は
、
来
月
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

口
事
業
の
目
的

中
山
間
地
域
に
あ
る
阿
谷
地
区
の
就
学
児

童
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
若
者
の
定
住

に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

口
分
譲
開
始
時
期

平
成
十
一
年
四
月

‘
F 

V
 

団
地
の
す
ぐ

近
く

に
西
山
氏
口

小
学
校
、

西
(
〈口幼
稚
園
、
か
あり
ま
す
。

(
予
定
)

[ 口住宅団地の概要
. 区画数…… ・ ・・ …………一 . 24区画 1
. 区画規模 ……… .. 49.6 ~ 83 . 5坪 :

(平均56.9坪) ] 
- 道路…………………... 5m' 4m : 
-水道…ー… -西谷地区簡易水道 1
. 汚水処理………合併処理浄化槽 i
-その他…防火水槽、ゴミ集積場 J

[宅地分譲に関する問い合わせ先]

土地開発公社事務局(企画調整課) 包966 - 2222

西谷住宅団地区画図
面積(坪)

63.89 
50.99 
63.67 
65.42 
49.83 
50.11 
49.94 
56.22 
52.89 
52.88 
51.75 
51.94 
50.82 
49.68 
55.11 
52.45 

面積( 凶 )

211.20 
168.55 
210.47 
216.25 
164.74 
165.67 
165.08 
185.85 
174.84 
174.82 
171.06 
171.70 
168.00 
164.23 
182.17 
173.38 
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補
正
総
額
二
億
八
千
三
百
五
十
三
万
八
千
円

i

地
域
振
興
券
交
付
事
業
費
な
どj

一
一
月
臨
時
町
議
会
が
二
月
五
日

開
催
さ
れ
、
工
事
請
負
案
件
七
件
、

補
正
予
算
三
件
、
許
可

一
件

、

選

挙

一
件
を

原
案
ど
お
り

可
決
し
、

同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

2月臨時町議会
累補 o _ 
計正地 ー圃

六総総域 般握量
、 額額振 会 H岡

三 一 興 計百=
七 二 券 岨ー

二 八交 ヨユ
、 付 J

2 号 室 算
六 二費
千千な
円 円ど

交通災害共済に
みんなで加入しよう r

O
簡
易
水
道
特
別
会
計

道
路
工
事
支
障
移
転
布
設

替
工

事
請
負
費
な
ど

補
正
総
額
五
、

一
七
六
千
円

累
計
総
額
二
三
二
、
四

O
三
千
円

O
公
共
下
水
道
特
別
会
計

処
理
場
建
設
委
託
料
な
ど

で

補
正
総
額

一
五
O

、

0
0
0

千
円

累
計
総
額
九
二
五
、
四
九
二
千
円

• 
般
議
案

O
平
成
十
年
度

地
方
改
善
施
設
整

備
事
業
茶
堂
猪
ノ
窪
海
上
線
道
路

改
良
第

工
区
工
事
請
負
契
約
の

締
見
桁
に
つ
い
て

O
平
成
十
年
度
地
方
改
善
施
設
整

備
事
業
茶
堂
猪
ノ
窪
海
上
線
道
路

改
良
第

二
工
区
工
事
請
負
契
約
の

締
止
桁
に
つ
い
て

O
平
成
十
年
度

地
方
改
善
施
設
整

備
事
業
茶
堂
猪
ノ
窪
海
上
線
道
路

改
良
第
三
工
区
工
事
請
負
契
約
の

締
結

一に
つ
い
て

O
平
成
十
年
度
地
方
特
定
道
路
整

備
事
業
三
軒
屋
音
回
線
道
路
改
良

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ

叩
1

補
|

管
渠
工
事

②
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
十
年
度
公
共
下
水
道
事
業

叩
!

補

|
管
渠
工
事
③
請
負
変
更

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

市町村・交通災害共済は、不幸にして交

通災害を受けた時、少しの掛金で見舞金

を受け取ることができる制度です。

車を運転される方はもちろん、特にお年

寄り子どもを含め、家族そろって加入され

るようおすすめします。

口加入資格

川内町に住民票 (平成11年4月 l日現在)

のある方。 ただし、学生等で町外に出てい

る方も、扶養義務者が加入する場合は加

入できます。

口共済掛金( 1 人年額)

一般 600円

中学生以下 250円

(昭和59年4月 2日以後に生まれた人)

口共済期間

平成11年4月 1 日から

平成12年3月 3 1日まで

口加入申込

各区長さんまたは、役場総務課で受け付

けします。

級等 災害の程度 金額

1 死 亡 100万円

2 医師の治療実回数360日以上の傷害 20方円

3 医師の治療実日数1 80日以上満の傷害 17万5千円
360日宋

96日以上満w市 1 5万円4 医師の治療実日数180日未 傷害

5 医師の治療実日数 80日以上満の傷害 12万5千円 l96日未

6 医師の治療実日数 64日以上満の傷害 10万円80日未

7 医師の繍実回数 48日以完の傷害 7万5千円
64日未

8 医師の治療実日数 32日以長の傷害 5万円
48日未

9 医師の繍実日数 16日以毒の傷害 3万円
32日未

10 医師の治療実回数 1 76 日日宋以上満の傷害 1万円

[問い合わせ先]

役場総務課 fi966ー2222



平
成
十
一
年
度
米
政
策
に
つ
い
て

農
家
A
v
b喝
さ
'
R

全
員
巻
加
。

『
全
固
と
も
補
償
車
藁
』
巳
巷
置
し
ま
し
み
弓
!

平
成
十
一
年
度
は
、
緊
急
生
産
調
整
推
進
対
策
(
平
成
十
年
度
j

十
一
年
度
)
の
二
年
目
と
し
て
、
米
の
需
給
関
係
の

改
善
と
価
格
の
回
復
を
本
格
的
な
も
の
と
す
べ
く
、
引
き
続
き
着
実
な
生
産
調
整
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
不

可
欠
で
す
。

米
の
状
況

米
余
り
に
よ

り

、

平
成
十

一
年

十
月
に
は

、

国
産
米
在
庫
量
が

二

六

一
万
ト

ン
見
込
ま
れ
て
お
り

、

適
正
備
蓄
量
と
さ
れ
る

二
O
O

万

ト

ン
を
超
過
し
て
い
ま
す

。

今
後
と
も
、
米
の
在
庫
水
準
の

適
正
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り

、

米

の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
と
る

こ

と
が

米
価
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

米
政
策

の
あ
5
ま
し

O
米
需
給
安
定
対
策

生
産
者
拠
出
と
政
府
の
助

成
に
よ

り
全
国
規
模
で
資
金

を
造
成
し

、

生
産
者
に
取
組

実
績
に
応
じ
て
補
償
金
を
交

付
す
る

制
度
で
す
。

①
生
産
調
整
を
一
O
O
%
以
上
実

施
し

た
農
業
者
が
対
象

②
全
国
と

も
補
償
へ
参

加

(
水
田

面
積

一
0
ア
ー

ル
当
た
り

三
、

0
0
0

円
の
農
家
拠
出
補
助
)

次 a園田‘
の ]1正 .ñi置
中rfl 作.柑圃
償等圃昆E
金の Eヨ
が実畠a
王立 -,-1.. 一一-
)( JJ也

け態
取様
れに
ま応
すじ
。 て

転作補償単価表

態 様 単価

①一般作物転作 (麦、 大豆、飼料作物等)

永年性作物転作 (果樹等) 25千円/10a

多面的機能水田 (景観形成作物等)

②調整水田 10千円/10a

①特例作物転作 (野菜等) 4千円/10a

④土地改良通年施行、保全管理、 自己保全管理 4千円/10a

地域集団加入促進 (上記①~①に加算) 5千円/10a

地
域
で
集
団
的
に

加
入
し
た

場
合
に
は

、

補
償
金
が
加
算
さ
れ

ま
す
。

※ O
稲
作
経
営
安

定
対
策

自
主
流
通
米

価
格
が
下
落

し
た
場
合
に
生
産
者

拠
出
と

政
府
に
よ
る
資
金
か
ら

一
定

の
補
て
ん
金
を
交

付
す
る
制

度
で
す
。

①
全
国
と
も
補
償
制
度
へ
の
参

加

者
で

、

生
産
調
整
を

一
O
O
%

以
上
実
施
し
た
農
業
者
の
出
荷

す
る
自
主
流
通
米
が
対
象

②
補
て
ん
基
準
価
格
(
銘
柄
ご
と

に
過
去
三
ヵ
年
の
自
主
流
通
米

の
平
均
価
格
)
の

二
%
を
拠
出

(
コ
シ
ヒ
カリ
で
六
O
ほ
当
た

り

三
八
O
円
程
度
)

補
て
ん
基
準
価
格
と
当
年
産
米

価
格
と
の
差
額
の
八
O
%
が
補
て

ん
さ
れ
ま
す
。

O
問
い
合
わ
せ
先

役
場
産
業
課

2
9
6
6
・
2
2
2
2



国
保
財
政
の
健
全
な

運
曽
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-・・・~可1

I 日除司・ 1

~..aIIIa.\ ~ß!I!il 
~市 ~'"

示
談
の
前
に
必
守

国
保
に
届
出
を

-
交
通
事
故

交
通
事
故
な
ど
の
よ
う
に
、

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
け
が

を
し
た
り
、
病
気
に
な
っ
た
場

合
、
そ
の
医
療
費
は
相
手
方
が

負
担
す
べ
き
も
の
な
の
で
す

。

• 芸会
ロ9

療

た
だ
し
、
相
手
方
と
話
し
合

い
が
つ
か
な
か
っ
た
り

、
相
手

方
に
お
金
の
持
ち
合
わ
せ
が
な

い
よ
う
な
場
合
、
国
保
で
診
療

を
う
け
る
こ
と
は
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。

-
国
保
の
届
出

国
保
で
診
療
を
、
つ
け
た
場
合

の
医
療
費
は
国
保
が
一
時
た
て

か
え
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
あ
と

で
国
保
か
ら
相
手
方
に
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

必
ず
国

保
の
窓
口
へ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

-
示

号火
民k.

国
保
へ
届
け
出
る
前
に
相
手

方
と
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
あ
と

で
国
保
が
相
手
方
に
対
す
る
請

求
権
を
失
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

場
合
が
生
じ
ま
す
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保
の

窓
口
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

! ①ます落ち着いて 「 ②相手を確認 -

i-何川干ーのあまり i 酔 l 
l 冷静な判断を失つてはなりません。 ( ナンバー確認のほか、運転免許証の必 ; 

( 要事項も確かめましょう。

③必す警察へ連絡を ( ④示談は国保へ届け出てか5 1 

1 ρ今金 ( 国保で治療をうけるときは、示談はあとま l
'-'\J"箇 l わしにして必ず国保の窓口へ連絡。 示談は(

; 警察と国保の窓口へまず事故の届出を。 あせってする必要はありません。 I

保険証(正しくは国民健康保険被保険者証)は、国保
の被保険者であるという証明書であると同時に、お医者
さんにかかるときの受診券の役割を果たすものです。

国保に加入すると 1 世帯に 1 枚すつ交付されます。保

険証は大切に取り扱いましよう。

-
保
険
証
の
取
り
扱
い

A
V内
容
を
確
か
め
て
お
く

交
付
さ
れ
た
保
険
証
の
記
載
事
項
に
誤
り

が
な
い
か
ど
う
か
を
確
か
め
て
お
く
こ
と
。

-
紛
失
し
た
り
破
っ
た
り
し
た
と
き

紛
失
し
た
り
破
っ
て
使
下
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
国
保
の
窓
口
へ
届
け
出
て
再
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
、
元
の
保
険
証
が
残

っ
て
い
る
と
き
は
そ
れ
を
返
し
て
く
だ
さ
い

。

-
必
ず
手
元
に
保
管
す
る

お
医
者
さ
ん
の
診
療
が
す
ん
だ
ら
、
必
ず
手

元
に
保
管
し
ま
し
ょ
、
つ0

.
資
格
が
な
く
な
っ
た
ら
返
す

他
市
町
村
へ
転
出
し
た
り
職
場
の
健
康
保

険
に
入
っ
た
と
き
は
必
ず
届
け
出
を
し
、
保
険

証
を
返
し
て
く
だ
さ
い
。

A
-書
き
換
-
え

有
効
期
間
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
、
え
ま
せ
ん
。

新
し
い
も
の
を
郵
送
し
ま
す
。

-
も
う
一
枚
の
保
険
証

修
学
の
た
め
、
あ
る
い
は
出
稼
ぎ

や
長
期
旅
行
な
ど
の
た
め
必
要
な
と

き
は
、
も
う
一
枚
の
保
険
証
を
発
行

し
ま
す
。

A
V被
保
険
者
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

被
保
険
者
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
、

自
分
で
勝
手
に
書
き
直
す
と
、
そ
の

保
険
証
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

必
ず
国
保
の
窓
口
で
訂
正
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

保険証



ー
う
ま
い
話
に
は
要
注
意

j

年
ご
と
に
悪
質
商
法
の
種
類
は

多
様
化
し

、

法
律
違
反
ぎ
り
ぎ
り

の
巧
妙
な

手
口
が
増
え

て

い
ま
す
。

言
葉
巧
み
に
近
づ
い
て
く

る
勧

誘
員

、

し
つ
こ
い
販
売
員
に
対
し

て
、
あ
な

た
は
毅
然
と
し
た

態
度

で

「
必
要
あ
り

ま

せ
ん
」
と

、

断

る
こ
と
が

で
き
ま
す
か

7

「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
言
お
う

三
・

四
月
は
多
く
の
新
社
会
人

や
新
入
学
生
が

一
人
暮
ら
し
を
始

め
る
季
節
で
す

。

こ
の
時
期

、

新

生
活
を
は
じ
め
た
ば
か
り
で
周
囲

に
相
談
で
き
る
人
の
い
な
い
若
者

が
、
悪
質
な
商
法
の
被

害
に
遭
う

例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
主
婦
や
高
齢
者
が
健
康

食
品
、
化
粧
品

、

婦
人
下
着
な
ど

の
消
耗
品
や
浄
水
器
な
ど
の
購
入

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
も
依
然
と
し
て
目
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か

、

お
年
寄
り
だ
け
の

世
帯
や
留
守
番
中
の
お
年
寄
り
を

ね
ら
い

、

う
そ
の
情
報
に
よ

っ
て

電
話
機
を
買
い
替
え
さ
せ
た
り
白

ア
リ
駆
除
を
行

っ

た
り
す
る
悪
質

な
業
者
も
い
ま
す
。

不
審
な
点
は
詳
し
い
情
報
を
求

め
る
な
ど

、

わ
た
し
た
ち
消
費
者

が
十
分
に
納
得
し
た
う
え
で
契
約

す
る
姿
勢
が
必
要
で
す
。

ま
た

、

な
に
よ
り
も

、

不
要
な
商
品
や
サ

ー

ビ
ス
の
勧
誘
に
対
し
て
は
あ
い

ま
い
な
返

事
を
せ
ず

、

き

っ
ぱ
り

「
必
要
な
い
」
と断
る

こ

と
が
重
要

で
す
。

: ※勧誘や契約の際におかしいと感じたら

次のところへご相談ください。

松山市山越町450番地

:愛媛県生活センター「消費者110番Jfi925-3700 : 

固定資産税台帳
の縦覧について
地方税法の規定により、 3 月 1 1:1 ~ 3 

月 23 1:1 (土曜 日 及び日曜日は除く ) まで

の問 、 役場税務課において、固定資産課

税台 1 1援の縦覧を行います。 ご自分の土地

や、建物の価格をお確かめになりたい方

は 、 期間中無料でご覧になれますので、

お気軽にお越しください。

なお 、 従来 よ り土地の固定資産税評仙

額は 、 3 年に l 度の見直しのみでしたが、

近年の商業地を中心 とした地価下落に対

応するため、 価格の下がっ た地域につい

ては 、 それに基づき修正をする こ ととな

りました。

詳細につきましては、

役場税務課まで

お問い合わせ

ください。

-志れτい彦1t~1守 !iS傾斜納付・
~国民年金保険料は、忘れず、に期限内に納めましょう~

-
国
民
年
金
は
、
世
代
と
世
代

圃
の
助
け
合
い
の
制
度
で
す

国
民
年
金
制
度
は

、

国
民
み
ん

な
が
加
入
し
て
若
い
世
代
が
、
年

金
世
代
を
支
え
る
仕
組
み
に
な

っ

て
い
ま

す
。

私
た
ち
が
納
め
る
保
険
料
が
今

の
お
年
寄
り
の
生
活
を
支
え

、

私

た
ち
が
年
老
い
た
と
き
に
は

、

次

の
世
代
の
人
た
ち
が
納
め
る
保
険

料
に
よ
っ

て
支
え
ら

れ
る
、
国
民

全
体
の
支
え
合
い
の
制
度
で
す

。

保 とあ
険 「庁
官 否定
品 大と
以 切あ
云 なな
瓦 保た
る 険の
と 料家
で族

将 すに

来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が

少
な
く
な
っ
た
り

、

場
合
に
よ
っ

て
は
受
け
ら
れ
な
く
な

っ

た
り

し

ま
す
。

ま
た

、

万

一
の
事
故
や
病
気
な

ど
で
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
障
害
基
礎
年

金
や

、

不
幸
に
も
亡
く
な

ら

れ
た

と
き
に
支
払
わ
れ
る
遺
族

基
礎
年

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
と
あ
な
た
の

家
族
に
大

切
な
保
険
料
納
付
で
す
。

忘
れ
ず

に
納
め
ま
し
ょ
う

。

【
年
金
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
}

役
場
福
祉
課
年
金
係

8
9
6
6
・
2
2
2
2

a・‘

fi966-

2222 



学
校
で
の
い
じ
め

、

少
女
た
ち

・

の
性
非
行
、
ナ
イ

フ
を
使
っ

た
殺

・

傷
事
件
な
ど

、

最
近
の
子
ど
も
た

い
ち
を
め
ぐ
る

問
題
は
深
刻
で
す
。

家
庭
や
地
域
で
の
教
育
力
の
低

・

下
が
叫
ば
れ
る
と
と
も
に

、

子
ど

・

も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン
の

い
大
切
さ
が
改
め
て
指
摘
さ
れ
て
い

い
ま
す
。

大
人
た
ち
が
日

ご
ろ
か
ら

い
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い

、

話
し
合
う

一
時
間
を
も
つ

こ

と
に
よ
っ
て

、

子

人

ど
も
の

心
の
シ
グ
ナ
ル

に
早
い
段

一
一
一
階
か
ら
気付
き

、
救
い
を
求
め
る

百

子
ど
も
た
ち
を
受
け

止
め
る
こ
と

=
=
ロ

と
が
で
き
る
の
で
す

。

もど予

近
項
、
子
ど
セ
と
話
を
し
て
い
ま
す
か
っ
・

ふ
だ
ん

、

子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
も

っ

て
い
ま
す
か
?
思
い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

あ
な
た
の

子
ど
も
時
代
を
。

つ
ら
い
と
き

、

悲
し
い
と
き

、

悩
ん
だ
と
き
を

。

周
囲
に
分
か

っ
て
も
ら

い
た
か

っ

た
こ
と
は
何
だ

っ
た
か
。

ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
励
ま
し
の
言
葉
が

役
立
っ
た
か
。

子
ど
も
た
ち
の
心
の
シ

グ
ナ
ル
に
気
付
き

、

受
け
止
め
て

あ
げ
ら

れ
る
大
人

で
あ
る
た
め
に

、

大
切
に

し
て
く

だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
と
の
時
間

。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

シ
グ
ナ
ル
を
受
け
止
め
る

そ
れ
ま
で

問
題
の
な
か
っ
た
子

ど
も
が
突
然
暴
力
を
ふ
る
う
な
ど

、

「
い
き
な
り
型
」
の
非
行
も
増
え
て

い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

。

し
か

し
、

そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
本

当
に
「
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
子
」

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
?
子
ど
も

の
ち
ょ
っ
と
し
た
ひ
と

圭
一豆、、

家

族
と
の
対
話
を
避
け
る
態
度
な
ど

か
ら
、
心

の
揺
ら
ぎ
を
読
み

取
れ

る
重
大
な
シ
グ
ナ
ル
が
こ

め
ら
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

あ
な
た
は
最
近
、
子
ど
も
と
話

を
し
て
い
ま
す
か
?
い
ま

、

子
ど

も
が
何
に
関

心
を
も
ち

、

ど
ん
な

こ

と
に
悩
ん
で
い
る
か

、

き
ち
ん

と

把
握
し
て
い
ま

す
か
?

子
ど
も
は
未
来
の
担
い
手

と
し
て
期
待
さ
れ
る
社
会
の

宝
で
す
。

大
人
た
ち
全
員
に

家
庭
や
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
で

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い

、

話
し
合
う
機
会
の
大

切
さ
を

、

改
め
て
考
え
て
も
ら
う

こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。

家
庭
・
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
で

EJiW起草書

川内町・重信町

消防出初武
口日時

3月7日 ( 日)午前9時から

口場所
重信中学校グラウンド

(雨天の場合は、重信町町民会館

大ホール)

口参加団体
川内町・重信町消防団、東温消防署、

東温防火管理者連絡協議会、 田窪婦

人防火クラブ、拝志小学校少年消防ク

ラブ、北吉井幼稚園幼年消防クラブ

図
書
寄
贈
のお

礼

中
央
公
民
館
図
書
室
に

、

今
年

度
も
次
の
方
々
よ
り

図
書
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

高
瀬
秀
近
様

(下
沖

)

野
口
恵
美
子
様

(
森

)

富
久
由
加
里
様

(惣
田
谷
下)

山
崎
文
雄
様

(横
灘
団
地
)

坂
本
昭
良
様

(横
灘
団
地
)

和
田

義
雄
様

(曲
里

)

宇
和
川
利
幸
様

(保
免

)

高
橋
昌
人
様

(中
之
町
)

山
本
ア
ツ
子
様

(土
砂

)

高
須
賀
チ
ヨ
ノ
様
(竹
之
鼻
)

竹
市
洋
三
様

(松
山
市
)

菅
野
華
泉
様

(松
山
市
)

東
奇
小
学
校
・
関
前
村
・
五
十

崎
町
・
重
信
町
教
育
委
員
会
・

建
設
省
四
園
地
方
建
設
局
・

愛
媛
県
美
術
館
・
日
本
教
育

新
聞
社
・
川
内
郵
便
局
・
愛
媛

新
聞
社
・
西
合
志
町

図
書
室
は

、

土
・

日
曜
日
も

利
用

で
き
ま
す
。

(
午前
九
時
か
ら

午
後

四
時
三
十
分
ま
で
。

火
曜
日
は
お

休
み
で
す
。
)



日
本
国
憲
法
が
保
障
す
る

基
本
的
人
権
と
は

-
人
権
の
い
ろ
い
ろ

自
由
に
生
き
る
権
利

人
は
誰
で
も

、

そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
や
能
力
を
生
か
し
て
自
分
自
身

の
人
生
を
築
く
こ
と
が
で
き
、
他

か
ら
束
縛
さ
れ
た
り
強
制
さ
れ
な

い
権
利
で
す
。

当
然
の
こ
と
で

、

実
現
さ
れ
て

い
る
と
思
い
が
ち
で
す
が

、

長
い

間
の
因
習
や
偏
見
も
あ

っ

て
、
必

ず
し
も
完
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
身
体
の
自
由

自
由
な
人

間
の

基
本
で
、
だ
れ

も
法
律
の
定
め
る
手
続
き
な
し
に

拘
束
し
た
り

、
刑
罰
を
加
え
た
り

で
き
ま
せ
ん
。

②
精
神
の
自
由

思
想

・

良
心
及
び
表
現
の
自
由

で
、

信
教
の
自
由

、

学
問
の
自
由

を
保
障
し

、

言
論
、
集
会

、

結
社

の
自
由
を
認
め
て
い
ま
す

。

③
経
済
活
動
の
自
由

職
業
を
選
ぶ
自
由
、
住
居

・

移

転
、
財
産
活
用
の
自
由
な
ど
が
保

障
さ
れ
、
現

代
の
私
達
の
社
会
は

、

経
済
活
動
の
自
由
に
よ
っ
て
大
き

く
発
展
し
て
き
ま
し
た

。

平
等
の
権
利

①
法
の
下
で
の
平
等

「
す
べ
て
国
民
は

、

法
の
下
に

平
等
で
あ
っ

て
、
人
種

、

信
条

、

性
別
、
社
会
的
身
分
、
又
は
門
地

に
よ
り

、

政
治
的
、
経
済
的

、

又

は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
差
別
さ

れ
な
い
」
(
第
十
四
条

)
と
し
て
、

一
人

一
人
を
大
切
に
し

て
い

ま
す
。

②
男
女
の
平
等

男
女
の
本
質
的
平
等
を
保
障
し

て
、
結
婚
は
両
性
の
合
意
の
み
で

成
立
し

、

夫
婦
は
同
等
の
権
利
を

持
ち
、
財
産
権
や
相
続
も
同
じ
で

す
。

社
会
生
活
も
男
女
同
じ
権
利

を
保
障
し
て
い
ま
す
。

①
生
存
権 人

間
ら
し
く
生
き
る
権
利

す
べ
て
の
人
に
、
少
な
く
と
も

人
間
ら

し
い
と
い
え
る
生
活
を
保

.女性に関する事柄で、人権上問題があると感じること
(複数回答)

品9.0
45.3 

37.4 
33.3 
34.4 

27.1 
30.4 
30.4 
30.3 
28.9 

-男性掴女性

障
す
る
も
の
で

、
「
すべ
て
国
民
は
、

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
(
第二

五
条
)
と
し
て

、

そ
の
保
障
の
た

め
社
会
福
祉
や
社
会
保
障
を
進
め

る
こ
と

を
国
の
責
務
と
し
て
い
ま

す
。

22.1 
18.7 
19.8 
17.4 
19.1 

14.8 
16.8 
13.2 
16.6 
12.3 

職場における差別待遇

職場におけるセクシュアル・
ノ、ラスメント

男女の役割分担意識を押
しつけること

売春 ・寅春 (いわゆる「援助
交際」を含む)

家庭内における夫から萎に
対する暴力

アダルト・ビデオ、ポルノ雑誌

女性のヌード写真等を掲載
した雑誌、 新聞

女性の1動く風俗営業

「婦人j などの女性だけに
用いられる言葉

女性を内容に関係なく使用
した広告

そのイ也

14.3 

o 1 0 20 30 40 50 ( % ) 

資料出所:総理府「人権擁護に関する世論調査J (平成9年)により作成

わからない ・特になし、

②
教
育
を
受
け
る
権
利

個
人
の
向
上
欲
求
を
満
た
し

、

ひ
い
て
は
社
会
の

向
上
の
た
め
、
国

民
の
教
育
へ
の
権

利
を
保
障
し
、

義
務
教
育
は
無
償
と
し
て
い

ま
す
勺

③
勤
労
の
権
利

「
す
べ
て
国
民
は
、
勤
労
の
権

利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
」
(
第
二

七
条
)
と
定
め
て
、
労
働
の
機
会

を

保
障
し
、
団
体
交
渉
権
も
認
め

て
い
ま
す

。

一-
人
権
を
守
る
た
め
に

①
参
政
権

選
挙
権
、
被
選
挙
権

、

国
民
審

査
権
、
住
民
投
票
権
を
認
め

、

人

権
を
守
る
力
を
行
使

で
き
ま
す
。

②
詰
求
権

権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
き

、

損

害
の
回
復
を
求
め
て
裁
判
を

受
け

る
権
利
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
公
共
の
福
祉

人
権
を
平
等
に
保
障
す
る
た
め
、

権
利
の
濫
用
を
い
ま
し
め

、
社
会

全
体
の
利
益

(
公
共
の福
祉
)
の

た
め
に
使
う
責
任
を
定
め
て
い
ま

す
。

ま
た
、
こ
の
人
権

を
守
る
た

め
、

国
民
の
た
え
ま
な
い
努
力
を

求
め
て
い
ま
す

。



力メラレポート

4愛媛県小牢生バL-:t:-.L:大舎
で軍 3 値! ()， I)上小学校スポーツ少年団}... ., 1.1晶・ \バレーボール部女子 / 

l 月 10 日 . 1 7 日の 2 日間行われた第 7 回愛媛県小学生バレ

ー ボー ル連盟会長杯小学生バレ ー ボー ル大会において、 川上

小学校スポーツ少年団バレーボール部 (女子) が参加62 チ ー

ムの中から勝ち上がり、準決勝で優勝した 「素鷲j に破れた

ものの、 3 位決定戦で「ひかり j に勝ち 、 堂々の第 3 位に輝

きました。

ょうこそ川内町へ木次町長、来町

姉妹町交流事業の一環として、

木次町の田中町長が l 月 1 9 日来町

されました。

寒風の中、白猪の滝、塩 ヶ 森ふ

るさと公園を視察された後、 川 内

町ふるさと交流館で意見交換など

を行い、交流を深めました。

軍 7 固セ.L~'オ越後杯争奪蟻'
川内咋"1 f\ー犬舎
第 7 回セルジオ越後杯争奪戦川内サッカ 一大会が 1 月 23 ・

24 日 、川上小学校体育館及び勤労者体育センターで開催され

ました。

大会では、セルジオ越後さん率いるアミ ーゴスに参加チー

ムが挑戦。 プロ集団のアミーゴスからゴールを奪う場面もあり 、

会場は、熱気に包まれていました。

文化財防火訓練
1 月 23 日 三 島神社で、 l 月 26 日医王寺で

それぞれ文化財防火訓練が行われました。

東温消防署の指導のもと 、地元の方々や

消防団員が放水訓練や消火訓練にきびきび

と取り組んでいました。



力メラレポート

2 月 3 日、 川内中学校で少年式が行われ、 14歳の春を

迎えた 2 年生147名の人生の節目を祝いました。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

⑨@⑧ 

牢習発表舎 8牢害舎
&~ゆ弓ぎ舎

1 月 31 日の東谷幼 ・ 小合同学芸会を皮切りに各

幼稚園 ・ 小学校 ・ 保育園の学習発表会、学芸会、

おゅうぎ会がそれぞれ開催されました。

‘ 111 
a 上
ゆ幼
つ、 稚
霊園
'z4 2/6 

hv 

H-T 

川
肉
保
育
園
初

ぉ
ゅ
う
き
会

.. 

•• I 

~ "A ・
)11 “・
本塁:
首童三;

震娯:J 三、

二
月
九
日
、
県
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

で
行
わ

れ
た
「
平
成
十
年
度
愛

媛
県
学
校
保
健
大
会
」

に
お
い
て
、

川
上
幼
稚

園
が
"
学
校
安
全
優
良

学
校
“
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。



TOPIC. TOU1 

川
内
町
を

「
あ
い
さ
つ
の
町
」

に
し
ま
せ
ん
か
f

(川
上
小
学
校
児
童
健
全
育
成
協
議
会
)

朝
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
と
、
気
持
ち
よ
く
一

日
の
ス
タ

ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「
こ
ん
に
ち
は
」
の
あ
い
さ
つ
で
、

す
っ

と
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
も
の

で
す
。

あ
い
さ
つ
は
と
て
も
大
切
だ
と

つ
く
づ
く
感
じ
て
い
ま
す
。

本
校
で
は
、
年
度
当
初
よ

り

「
気
持

ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
」
と
児

童
に
投
げ
か
け
て
き
ま
し
た
。

徐
々
に

で
は
あ
り

ま
す
が
、
進
ん
で
あ
い
さ
つ

の
で
き
る
児
童
も
増
え
て
き
て
い
ま
す

。

今
後
さ
ら
に

、

誰
か
に
会

っ
た
と
き
に

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

。

Z
F
 自

然
に
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ

て
ほ
し
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ

つ
が
進
ん
で
で
き
る
児
童
を
育
て
る
た

め
に
は

、

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
は
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
に
も
、

登
下

校
途
中
の
児
童
に
積
極
的
に
声
を
か
け

て
下
さ
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
る

の
を
見
聞
き
し
、
非
常
に
あ
り
が
た
く

思
っ

て
い
ま
す
。

児
童
は

、

あ
い
さ
つ

2
9
6
6
・

2
2
2
2

の
良
さ
に
気
づ
き

、

自
分
も
あ
い
さ
つ

を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま

っ
て

き
て
い
ま
す
。

川
内
町
を
あ
い
さ
つ
の

声
の
あ
ふ
れ

る

「
あ
い
さ
つ
の
町
」に
し
ま
せ

ん
か
。

い
ろ
い

ろ

な
場
で
あ
い
さ
つ
の
和
が
広

が
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

ど
う
か

児
童
が
自

分
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
な
い

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
大
人
の
側
か

ら
も
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ

て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
が
よ
く

で
き
る
こ
と
を
誇
れ
る
町
、
そ
ん
な
す

て
き
な

町
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
で
は
、
学
校
の
す
ぐ
南

側
と
西
側
の
道
を
『
あ
い
さ
つ
通
り
』
と

名
づ
け
ま
し
た
。

児
童
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が

、

ど
う
か

地
域
の
皆
さ
ん
に
も

、

そ
の
道
を
通
る
際
に
は
で
き
る
だ
け
あ

い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
あ

い
さ
つ

の
和
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
っ

て
い
た (

代
)

支
ミミみ

4孝之

表
川
吟
社
二
月
例
会
報

、
さ
ん
さ
ん
ど
日
差
し
よ
さ
庭
迎
春
花

春
光
や
離
島
め
ぐ
リ
の
定
期
船

暖
か
や
一
歩
踏
み
虫
す
押
し
車

看
護
リ
女
の
さ
さ

く
れ
指
や
風

二
月

友
見
舞
ふ
両
の
手
に
乗
る
寒
卵

孫
に
読
む
昔
む
か
し
ゃ

建
国
日

休
日
の
遅
き
朝
鏑
や
規
汁

也
川

，度
部

捜
部
て
る
み

菅
野

樋
ロ

大
下

耳元
月色

「あ
リ
が
ど
う

」
の
孫
の
笑
顔
や
お
年
玉
護
部

山
始
め
一
年
の
計
子
に
語
リ

ス
ー

パ
ー

で
聞
に
令
は
ぜ
け
リ
な
ず
な
粥
和
田

看
ピ
リ
居
る
窓
の
輝
き
初
日
の
中
山

)
積
袋
の中
味
確
か
む
親
子
か
な

風
花
を
追
ひ
か
け

消
え
る
ハ
イ
ウ

エ
ー

荒
波
の
臓
の
渡
し
ゃ
冬
務

雄
鶏
の
蹴
っ
T

つ
ひ
ば
む
霜
の
畑

渓
流
の
光
ま
ば
ゆ
し
描
柳

鯛
谷
選栄

ftt 
美
岬

史
子

田
中

笹
子

a画‘

典
子

4 

-:7 
喜

五
月準

ふ
じ
け川

芙
弥

菅
野

美
代

t゙  
-� 
崎

越
路

領
家

世
i宰

里子
中

。口

寿

宇
和
川
悠
起

j也
}I] 

鯛
谷



だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

ど
う
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

"

あ
い
さ
つ
で

心
ふ
れ
合
う町

M

つ
く
り
“

佳
代
)

(川
上
小
学
校
五
年

中
島

歳満

一
一月
八
日
間
、
川
内
中
学
校
で
「
体
育

館
お
別
れ
集
会
」
が開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ

の
集
会
は

、
昭
和
三
十
六
年
に
建

て
ら
れ
た
体
育
館
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ

と
に
な
り

、

こ
の
体
育
館
で
最
後
の
お

別
れ
集
会
を
開
催
し
よ
う
と
生
徒
会
が

企
画
し
た
も
の
で
す

。

集
会
で
は

、

生
徒
が
ゲ
l

ム
を
行
い

ま

し
た
が

、

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

体
育
館
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ

め
て
、

モ
y
プ
や
ホ
l

キ
を
使
っ
た
ゲ
l

ム
と

な
り
、
ゲ
ー

ム
が
終
わ
る
頃
に
は

、

床

も
ピ
カ
ピ
カ
に
な

っ
て
い
ま
し
た

。

最
後
に
、
校
長
先
生
の
お
話
を
聞
き
、

集
会
を
閉
じ
ま
し
た
が

、

本
当
に
最
後

と
な
っ
た
体
育
館
に

、

生
徒
た
ち
も
感

慨
深
げ
で
し
た
。

O
一
月

三
十
日

凶
の
温
泉
郡
婦
人
教
育

研
究
大
会
で
は
、

川
内
か
ら
六
十
名
が

佐 τ1
伯件|

月月 F 問
美;
ち
ゃ

ん

(3月 11 日生)

お兄ち ゃ んと仲良く f

素直で優しい女の子に育っ てくださ
い。(父 - 旬より )

「寸 松
同l 本
国|
聞|

出
席
。

中
島
町
附
島
セ
ン
タ
ー
で
楽
し

く
研
修
し
ま
し
た

。

温
泉
は

一
つ
。

つ

な
が
る
よ
ろ
こ
び
と
共
に
得
が
た
い
も

の
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
研
修
を
基
に
、

川
内
に
大
き
な
花
を
咲
か
せ
た
い
も
の

で
す
。

大
勢
の
ご
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

O
失
敗
・
出
し
そ
び
れ
は

、

か
き
集
め

ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
金
に
か
え
て

、
川
内
町

社
会
福
祉
協

議
会
ま
ご
こ

ろ
銀
行
へ
お
届
け
し
ま
し

た
。

O
桜
学
級

(町
外
研
修
)

三
月
七
日

間
時
間
に

遅
れ
な
い
よ
う

に
ご
集
合
く
だ
さ
い

。

O
三
月
の
ポ
カ
シ
づ
く
り

三
月

二
十
八
日

制
午
後
七
時

三
十
分

よ
り
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

暖
か
く
な
り

、

ボ
カ
シ
づ
く
り
は
最

適
で
効
果
的
で
す
。

皆
様
誘
い
合
わ
せ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い

。

生
ゴ
ミ
の
減
量
を
い
た
し
ま
し
ょ
う

。

川
柳
も
づ
く
吟
社
二
月
例
会

手
を
上
げ
て

意
見
を
述
べ
る
の
も

勇
気

勇
気
出
し

助
け

を
頼
む
障
害
岩

泣
き
虫

、

が
勇
気
を
虫
し

た
参
観
日

一
寸
手
を
貸
す
親
切
に
い
る

勇
気

肝
試
し

勇
気
を
虫
L

た
怖
か
っ
た

若
鳥
の
勇
気

を
虫
L

T

飛
ぶ
勇
気

ひ
ら
か
れ
た
社
会
へ
女
立
ち
上
リ

結
納
の
使
岩
へ
聞
い
た
長
屋
門

梅
聞
く
は
ず
か
し

そ
う
に

二
三
輪

満
聞
の
桜
の
下
は
無
礼
講

一
杯
を
誘
う
ノ

レ

ン
に
目
を
つ
む
リ

風
邪
引
き
が
誘
い
ム
ロ
っ
て
る
医
岩
通
い

梅
の
呑
が
お
い
で
れ
わ
い
て
ど
峠
道

春
の
陽
に
誘
い
出
さ
れ
T

土
筆
摘
む

ネ
オ
ン
あ
か
あ
か
呑
み
た
い
虫
の

誘
蛾
灯

渡巨司
部 医|
T附
采立 日苦|

子こ 回|
ち L-....I

ゃ

ん

(3 月 25 日 生)

芸こ
丞 と
フIて な

ち
ゃ

ん

(3月 22 日 生)

イlドよく元気に遊ぼうね。

(雛依おねえち ゃ んよ り)

これか ら 、ヨロシクネ /

( 父 ・ 母より )
。
勉
強
会
よ
り
色
々

(氏
名
不
詳
)

ロ門
嗣 屋
同町
一一 人i

ん

(3月 30 日生)

喜
撰
亭

志、~

人一倍Hi奇心の強い I~:J人くん /

元気でのびのびと育っ てね。

(父 - 母より )
?吉己

主主E

4臨h



イプブ才メ/ジョブ

園
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
ω

園
参
加
者
募
集

看
護
週
間
の
行
事
と
し
て
一
日

看
護
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

「
将
来
看
護
婦
に
な
り
た

い
」
学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん

、

「
ご

家
族
の
介
護
に
役
立
て
た
い
」
方
、

「
病
院
の
こ
と
を
知
り
た
い
」
方
な

ど
、
日

頃
看
護
と
は
無
縁
の
生
活

を
送
っ
て
い
る

O
L

、

主
婦
、
男

性
の
方
々
も
ど
な
た
で
も
参

加
で

き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

口
実
施
日
・
実
施
施
設

下
記
の
と
お
り

口
申
込
み
方
法

は
が
き
に
住

所
、
氏
名

(フ
リ
ガ
ナ

)、

年
齢
、
職
業

(
学
生
は
学
校

・
学
年
)
、
電
話
番

号
、

希
望
病
院
名

、

洋
服
サ
イ
ズ

を

書
き
、

4

月
9

日

幽
ま
で
に

左
記
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

※
中
学
生

・

高
校
生
は

、

参
加
に

関
し
て
は
学
校
の
許
可
が

必
要

圃
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
技
能

圃
習
得
事
業
(
和
裁
科
・
早

圃
縫
和
裁
科
)
受
講
生
募
集

口
対
象
者

川
県
内
居
住
の
母
子
家
庭
の

母
、

若
し
く
は
そ
の
子
女
、

又
は
寡
婦

ω
年
齢
は
お
お
む
ね
印
歳
ま
で

と
す
る
。

川
経
験
の
有
無
は
問
わ
な
い
。

口
申
込
締
切
日

3

月

刊
日

嗣

で
す
。

口
申
込
み
先

干
7
9
0

・
0
8
4
3

松
山
市

道
後
町
2

丁
目

日
の
凶
社
団

法
人
愛
媛
看
護
協
会
内
愛

媛
県
ナ
l

ス
セ
ン
タ
ー

(
2
9
 

2
4

・

0
8
4
8

ま
た
は

9
2

3

・
1

2
8

7

)

実施月日 施 吾百n又, 名 募集人員

5/8 松 山 ベテル病院 6 名

5/8 愛媛十全医療学院附属病院 10名

5/10 松山赤十字病院 10名

5/11 松 山 言己 J忍会、、 病 院 20名

5/11 訪問看護ステ ー ション愛媛 3 名

5/12 愛媛県立中央病院 10名

5/12 愛媛大学医学部附属病院 10名

5/12 松 山 市 民 病 院 10名

5/13 国立病院四国がんセンタ 15名

5/13 国立 療養所愛媛病院 10名

口
技
能
習
得
期
間

平
成
日
年
4

月
上
旬
l

平
成
ロ

年
3

月
下
旬

口
費
用

受
講
料
は
無
料

(た
だ
し

、

通
所

に
要
す
る
費
用
は
自
己
負
担

)

口
問
い
合
わ
せ
先

川
内
町
福
祉
課
母
子
福
祉
係

E
9
6

6

・

2
2
2
2

口 ・圃・・・
科 σ〉哀尤
た業
めを
σコ矛青
技望
術す
言蕎る
習女
会性

目

-

ワ
ー

プ
ロ
(
日
商
検
定
3

級
)

.

経
理
事
務
(
簿
記
検
定
3

級
)

・

老
人
、
病
人
介
護
技
術
講
習

会
(
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
1
2

級

課
程
)

回
初+l' 

口
会松

山
市
山

越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ

ー

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費
一
部
自
己
負
担
)

口
問
い
合
わ
せ
先

受
付
期
間

(
3
・
4

月
中

)、
開

催
日
時

(4
月
以
降

)
な
ど
詳

し
い
こ
と
は

、

愛
媛
県
女
性
職

業
セ
ン
タ

ー

(
2
9
2
3

・
2

へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
み
は
、

印
鑑
持
参
の
う
え
、
同
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

口 圃・・・・
科の内
た耳哉
めを
σ〉辛舌
技望
術す
言蕎る
習女
会性

目
フ
ラ
ン
ス

刺
し

ゅ
う

-

姫
て
ま
り

口
会
場

松
山
市
山

越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
受
講
料

無
料
(
教
材
費

一
部
自
己
負
担

)

口
問
い
合
わ
せ
先

受
付
期
間

(
31
4

月
中

)、
開

催
日
時

(5
1

6

月
中

)
な
ど

詳
し
い
こ
と
は

、

愛
媛
県
女
性

職
業
セ
ン
タ

ー

(
8
9
2
3

・

2
2
0

1

)
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

な
お

、

申
込
み
は
、

印
鑑
持
参
の
う
え

、

同
セ
ン
タ

ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

園
車
い
す
ウ
ォ
I

キ
ン
グ

圃
車
い
す
参
加
者
・
介
助
ボ
ラ
ン

.
テ
ィ
ア
募
集

今
治
市
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
来
島
海
峡
第

三
大
橋
を

渡
り

、

同
タ
ー

ミ
ナ
ル
に

帰
る
片



道
約
2

同
の
車
い
す
ウ
ォ

l

キ
ン

グ
を
実
施
し
ま
す

。

口
日
時

5

月
l

m
月
の

特
定
日
(
土
・
日

曜
日
)
叩
時
i
M
時
却
分

口
募
集
人
員

-

日
あ
た
り

初
人
程
度

詳しいことは
しまなみ海道 '99ボランティアセンタ­
fi941 ・2 1 11 (内線2766 ・ 2765 )

-
人
権
相
談
所

口
日

時

イプブ才メ/ジョブ

3

月

3

日
附

午
後
3

時
ま
で

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
や
い
や
が

ら
せ

、

家
庭
問

題
や
隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
、

い
じ
め
相
談
な
ど

午
前
叩
時
か
ら

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員

・

法
務
局
職
員

(相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

)

圃
い
じ
め
・
な
や
み

園
等
の
教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月

・
火
・
水

・

金
曜
日

午
前
8

時
加
分
i

午
後
5

時

口
場

所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

容

口
内い

じ
め

・

登
校
矩
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た
は

保
護
者
・
関
係
者
か

ら
の

相
談

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す

。
(無
料

・

秘
密
厳
守

)

ヱ
白

O

h
E
a
F

，

一
言
ロ
「
コ

h
、

d
-

，

一電
引

、
=
­

火
火

b

F
=
­

司
ゴ

p
o
'

』
=
・

制
H
Q
u

，
v
h
h

園
労
働
基
準
法
が

圃
改
正
さ
れ
ま
す

平
成
叩
年
9

月
初
日
、
改
正
労

働
基
準
法
が
公
布
さ
れ

、

一
部
を

除
き
、
平
成
日
年
4

月

l

日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
す
。

愛
媛
労
働
基
準
局
並
び
に
県
下

の
各
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
積

極
的
に
改
正
内
容
を
周
知
す
る
た

め
、
説
明
会
の
開
催
等
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す

。

説
明
会
や
改
正
内
容

等
、
詳
し

い
こ
と
は
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

O
松
山
労
働
基
準
監
督
署

8
9
3
5

・

5
2

1
5

O
愛
媛
労
働
基
準
局
監
督
謀

2
9
3
5

・

5
2
0
0

園
大
検
制
度
の
説
明
会

園
と
個
別
相
談
会

毎
年
1

回
、
実
施
さ
れ
る
「
大

学
入
学
資
格
検
定
」
(
大
検
)。

今

年
も

、

8

月
の
第

一
週
の
4

日
間

県
立
松
山
南
高
校
で
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

大
学
進
学
や
各
種
資
格
取
得
の

た
め
、

高
校
卒
業
と

同
等
の
学
力

認
定
の
道
を
拓
く
「
大
学
入
学
資

格
検
定
」
(
大
検
)
の
説
明
会
と

個
別
の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開

催
い
た
し
ま
す
。

口
開
催
日
時

3

月
幻
日

(
土
)

F
走

1

土
す
ゆ
司、
J
1
4

寺

O
子

2
4

1

門
口

q
u
ノ
寸
ノ

4

n
H
q

〕
ノ
コ

口
会
場

松
山
市
千
舟
6
9

の
4

松
山

市
中
央
新
玉
公
民
館
4

階
大
ホ

lレ

口
参
加
申
込
み
方
法

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

会
場
準
備

の
都
合
か
ら
、
事
前
の
電
話
予

約
が
必
要
で
す
の
で

、

お
早
め

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
日
本
産
業
開
発

青

年
協
会
・
大
検
情
報
セ
ン
タ
ー

2
0
1
2
0

・
5
5
5

・

0
1

8 

(
フリ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

)

園
給
水
装
置
工
事
事
業
者

園
の
追
加
指
定
に
つ
い
て

平
成
叩
年
ロ
月
か
ら
平
成
日
年

1

月
の
聞
に
給
水
装
置
工
事
事
業

者
と
し
て
追
加
指
定
し
た
業
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

口
同
松
山
水
道
工
業
所

松
山
市
和
泉
北
2

丁
目

5

番
幻

口
す
(
2
9
4
3

・
0
6
4

3

)

.3月三砲の収集目・
清掃センター 電話 966-4989 

lもえるごみ

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東奇 ・西谷
3月 22 日 ( 月 )は

月・木 土谷・;骨川・ 奥松瀬川
3月 23 日 (火)に収集

』骨 天神 (山田団地を除く )

北方東 ・ 北方西

週 火・金
南方東 ・ 南方西

町西 ・ 町東 (天神 を除く )
変更なし

水 ・ 土
山田団地・績灘団地・前松瀬川

2 .もえないごみ・粗大ごみ

収集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東谷・西谷

土谷・滑川・奥松瀬川 3 月 8 日 ( 月 ) 3 月 25 日 (木) 3 月 15 日 ( 月 )

天神 (山田団地を除く)

北方東・北方西
3 月 9 日(火) 3 月 26 日(金) 3 月 16 日 (火)

南方東・南方西

町西・町東(天神を除く)

山田団地・横灘団地 3 月 1 0 日 (水) 3 月 24 日 (水) 3 月 1 7 日 (水 )

前松瀬川



健康センターか5

3月健康晴報
-健康センター fi966・2191

圃畑j踊「主習・

0もぐもぐ教室 (離乳食講習)

日 時 3 月 10 日 (水)

午前 9 時30分~
場所 健康センター

対象児 平成10年 8 月 ~ 10月生ま

れの乳児とその母親

内容 栄養士の話

iVJlt乳食の進め方」

調理実習及び試食

身体計測、育児相談

持参品 母子手帳、エプロン

0子育て教室

日 時 3 月 16 日 c く )

午前 9 時30分~ 12時

場 所 健康センター

対象児 平成 8 年10月 ~ 12月生ま

れの幼児とその保護者

内容 講話「元気な歯をつくろ
う」、ブラッシング指導

手作りおやつの試食

持参品 母子手帳、アンケー卜

(事前に送付します) 、歯

フAラシ、コップ、タオル

0 3 歳児健康診査

日時 3 月 18 日 (木)

受付午後 1 時~ 2 時

場所 健康センター

対象児 平成 7 年 7 月 ~9 月生ま

れの幼児

内容 身体計測し 小児科診察、

歯科診察、保健指導 (栄

養、歯科)
持参品 目子手帳、アンケート

(事前に送付します)

-5i3~ .. ìi~老酒圃

0乳幼児相談

日 時 町:週水曜 日

午前 9 U寺 ~ 1 2時

場所 健康センタ 一 l 階

内容 身体計測、育児相談

持参品 母子手帳

置頓京霊童

Oぃきいき健康講座

「眼の老化と成人病」

日時 3 月 15 日 ( 月 )
午後 l 時30分~3 時

場所 健!東センタ- 2 階

講師 愛媛大学医学部眼科

宇野敏彦先生

0高血圧健康講座

場所 健康センター 2 階

対象川内町民

* 3 月 2 日は、調JlIl実習

の関係で定員25~1

持参品 筆記用具、健康手帳

日 時

3 月 2 日 (火)

午前 9 時30分

-12P寺30分

3 月 19 日 (金)

午後 1 時3的争

-3 時

実 3月 2 日は、エプロンも 。

女 3 月 19 日は、運動でき

る服装と室内シューズも 。

内 円廿竺' 講 師

講演

『高血庄を予防する 1 川内町栄養士
食事~これか本当 河端千津子
の減塩食-J

調理実習

講演 ・実技 | 霊媛県位属地進
『運動で血圧が下が | セン←

| 運動指導員
る1-さあ始めよう、 |

| 織田臣博先生
簡単体操-J

申込み先 、 お間合わせ先

参加希望の方はご連絡 |ごさい

〈健康センター電話 : 966-219I> 

日 時 対象児と注意事項

“耳を大切にしまし ょ う"

3/3 耳の日

EE輩~j;胃置

0健康相談 ・ 栄養相談

血圧測定、尿検査を行っています。 健康に

関することはお気i陸にご相談下さい。

日 時 毎週水曜日午前 9 r時 ~ 12時

場所 健康センタ- 1 陪運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だったり、お年寄りの痴

呆等のキ1=日ji をお受けしています。

日時 3 月 11 日 (木)午前 9 U寺 ~ 12時

場所 健康センター及び家庭訪問

(注)予約制ですので、 事前に保健婦ま

でご連絡下さし、。

圃眼E且2・m・
理学療法士による機能回復の訓練を行っ

ています。

日 時 毎週水H程日午後 l 時~3 時

場所 ガリラヤ荘

(注) E~ し込みが必要ですので、保健婦

までご連絡下さい。

-~".ilij，，"_帯出嗣F3iW.
日 時 毎週月曜日午前 8時30分~ 10時

場所 健l東センター

持参品 印鑑、 登録をしている犬は鑑札

-~J;:m盤町til医ヨ・
(診療l時 IIIJ 午前 8 1時30分~午後 5 時30分)

日 当番医 住 所 電話

7 日 国立療養所 重信 HIl i 似ー
( 日 1曜日 ) 愛媛 病院 tfft i可 l原 2411

1 4 日
"1" 川病 I~克 松LlJ 市 I 976 

( 日 H翌日 ) 南梅本 111]" I 7811 

2 1 日 いの うえ 重信問] | 知一
(春分の日 ) ノI日い 科 北野田 0055 



Photo 

表紙の写真

2月 14日、駅伝競走大会が川上小学校で行われま

した。

スポーツ少年団、中学生そして、今年は、 一般

か ら の参加 も 3チー ムに増え、沿道での応援にも
熱が入っ ていました。

口

女

世帯数

戸籍の窓
(l月 受付分 ・ 敬称略)

町の動き
(2月 1 EI 現在)

11 ，057人 (+16人 )

5，243人 (+12人)

5，814人(+ 4人)

3，737戸 ( +12戸)

男

人

斉
院
ノ
木
今
昔

昭
和
三
十
年
代
中
頃
に
撮
ら
れ
た
写
真
で
す
。

写
真
の
中
の
風
景
は

、

今
の
斉
院
ノ
木
交
差
点

附
近
で
、

写
っ
て
い
る
道
は

、

当
時
の
国
道
十

一

号
線

(現
在
の
県
道
松

山
川
内

線
)
で
す
。

写
真
奥
に
は

、

ム
ク
ノ
キ

の
巨
木

(現
存
せ
ず
)

が
あ
り

、

そ
の
元
に
は
「
松
山
札
の
辻
よ
り
凹
里
」

と
い
う

一
里
塚
石
が
あ
り
ま
し
た

。

当
時
は
な
ん
と
も
の
ど
か
な
情
景
で
し
た
が

、

今
は
喧
喋
著
し
い
交
通
の
要
衝
で
す

。

川
内
町

の

中
で
、
こ
れ
ほ
ど
変
わ

っ

た
所
も
珍
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
、
っ
か
。

(
写
真提
供

会お誕生おめでとうございます

保護者

武方 一憲

岡田陣行

高野 篤誌

井
内
西

孝
さ
ん

)

戸旬
44
fい
いl

l
t
 

j

i
 

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

女ごめい福をお祈りいたします

イ主 所 氏 名 年齢 死亡月日 世帯主

ふJル刷J 近藤 i幸輿 85 12. 27 近藤 j宰輿

渡部 l勝子 61 1. 5 渡部 1Ii:ì夫

竹 之 LJB 高須賀義男 92 1. 10 高須賀義男

{呆 免 梅木ミヨリ 90 1. 13 tlu:木繁賀
~:Iニ 内 四 菅野唯一 79 1. 17 菅野柄]徳

高 オミ 高木 安子 91 1. 18 高木 図JiIJ;

森 難波正則 53 1. 19 日Il i!主正則

ニ 車十 屋 伊達忠商 68 1. 20 伊達忠直

ニ *1 屋 機旺l 進 78 1. 21 機田秀憲

国之 iHIJ 近藤チツ子 83 1. 22 近Jiî~ .ïI松
ー ケ一 に人ト、 宇和川伸一 62 1. 25 宇和川伸一

ア'K 出子 I'Þ岡ナカ 89 1. 31 1'1コ 阿 武男

'と
へ
J

と
、
っ

1 

中
学
校
の
体

育
館
が
取
り

壊
さ
れ
ま
し

た
。

「
こ
の
体
育
館
で
青
春
の
汗
を

流
し
た
人
も
多
い
」
な
ど
と

書
く

と
、
こ
そ
ば
ゆ
い
が

、

本
当

に
中
学

生
の
輝
い
て
い
た
時

期
、
こ

の
体

育
館
で
汗
を
流
し
た
人
も
多
い
。

日
常
生
活
の
中
で
は
、
自
分
自

身
あ
ま
り
年
を
と

っ

た
感
じ
が
し

な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
出

合
う
と

、

過
ぎ
た
時
間
を
思

っ
て

ー
レ
中
ま
、
つ
。

a画‘

編集/川内町総務課

干 791-0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEし (089)966-2222 

印刷/岡田印刷
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く揮周旦〉

上
の
写
真
は
、
何
に
見
え
ま
す
か
。

実
は
、
昔
の
ア
イ

ロ
ン
で
す
。

そ
の
鍋
の
よ
う
な
部
分
に
炭
火
を
入
れ
、
木
の
柄
を

も
っ
て
布
地
を
の
す
道
具
で
す
。

当
然
、
鍋
の
よ
う
な
部

分
は
非
常
に
熱
く
な
る
の
で
、
そ
れ
を
載
せ
て
お
く
台

も
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア

イ

ロ

ン

渡部家(西門さん) より

川内町に寄贈された

‘‘アイ口ン"

こ
の
ア
イ
ロ
ン
を
載
せ
る
台
の
裏
に
は
、
「
高
延
」
の
文

字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ア
イ
ロ
ン
が
造ら
れ
た
の
は

、

幕
末
で
、
そ
の
後
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
使
わ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

よ
く
使
わ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
布
地
に
押
し
あ
て

る
部
分
は
、
黒
光
り
が
し
て
い
ま
し
た。


